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ご　あ　い　さ　つ

群馬県NIE推進協議会　栗　原　幸　正
（高崎健康福祉大学人間発達学部　教授）

　令和３年度は日本中の教育関係者がこれまでに培ってきた英知を駆使して、コロナ禍におい
ての児童・生徒の学びの保障に全力を投じた１年と言うことが出来るのではないでしょうか。
群馬県においても、非常事態宣言や蔓延防止等重点措置が発令・施行される中で、各校の先生
方は日々徹底した感染防止策を講じて、子どもたちの学習環境を少しでも安全・安心となるよ
うにと日々取り組まれておられました。それだけでも大変な仕事量ですが、それに加えて学び
の質が決して落ちることのないように全力で学びの確保に立ち向かわれていた先生方の姿が特
に印象に残っております。おそらくそのような姿は群馬にとどまらず日本全国で見ることがで
き、児童・生徒の育成に真摯に取り組む日本の教員の底力が発揮されたと言っても過言ではな
いかと思います。昨年以上に、群馬の、そして日本の教員一人一人に大きな拍手を贈りたい気
持ちで一杯です。
　さて、このように先生方がコロナ禍の中で奮闘努力される中、改めてNIE教育の真価が問わ
れる社会状況が表面化して参りました。それは、コロナ禍による自宅生活時間の延長によりネ
ットに頼る割合が増えたためか、ネットを感情のはけ口にしたり、お金稼ぎの道具にしたりす
る素人が情報発信側に大量に参画し始めたことで、情報の信頼性や確実性が大きく揺らぐ状況
へと陥ってしまったと言うことです。それと相次いで世界情勢も大きく変動したことにより、
情報の信憑性も問われる事態に陥り、情報発信側の信頼性確保はますます難しくなってきてお
ります。そこで、情報の受け手側の私たち一人一人が情報を吟味する審美眼を持つ必要が迫ら
れていると言えます。
　しかしながら、情報の真偽を吟味する力は、一朝一夕に育成できるものではありません。今
こそ情報の信頼性と確実性を内包する新聞の存在意義をより高め、その新聞を教育に取り入れ
ることで、子どもたちの情報を読み取り、吟味する力を育成する事が以前にも増して大きくな
っていると言えます。令和３年度に厳しい教育環境の中で、この実践報告書に示された、実践
指定校のNIE充実に向けた挑戦は、情報を吟味できる子どもたちを育成する、確かな１歩とな
ったと言うことができると確信致しております。
　令和３年度は、実践指定校として、小学校４校、中学校２校、高等学校２校、中高連携校１
校に、骨太のNIEの実践を繰り広げていただきました。特に注目に値するのは多くの学校が日
常的・継続的に新聞記事に対峙させ、投稿や応募を通じて体験的にNIEに取り組んでいる点で
す。また、児童・生徒のニーズや授業としての必要性に基づいて新聞を授業に活用するなど、
形式的ではない本物のNIEの実践を生み出そうとする傾向が存在し、各校でのNIEへの熱い思
いを感じざるをえません。ご協力いただきました関係新聞各社をはじめ、実践に臨まれた各学
校の先生方や児童生徒、そして保護者や地域の皆様方に、心よりお礼申し上げます。
　今後も、「継続は力なり」という教育の特質を生かして、本協議会の活動がより広く、より
意義深くなることを願っております。



教育活動を充実させるための手段としてのNIEの活用
館林市立第二小学校　　　関野　利男
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学習意欲を高める工夫
～新聞への俳句の投稿や出前授業など、学習をより充実させる活動を通して～

館林市立第八小学校　　　北村　　聡
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自ら考え、共に学びを高め合う児童の育成
－新聞を活用した授業や新聞への投稿を通して－

安中市立松井田小学校　報告者　　　上原　久志　　島田　淑子　　山内　　隼
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「正確に読み取り、表現できる児童の育成」を目指すためのNIEの活用
～新聞に親しむ、慣れる、触れる活動を通して～

太田市立綿打小学校　　　小泉こずえ
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「自己のよりよい生き方を考えることができる生徒の育成」を目指すためのNIEの活用
～「ニュースde道徳」を活用した道徳の授業を通して～

甘楽町立甘楽中学校　　大佐古倫徳
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新聞を用いて実社会とのつながりを考える教科指導の取り組み
ぐんま国際アカデミー中高等部　　　坂本　　樹　　今井　信⼀
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新聞記事を活用して、自分の考えをもったり、
自分の意見を書いたりできる生徒の育成

沼田市立薄根中学校　　教諭　　　新井久仁美
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「新聞を通じた企業の分析能力の育成」
群馬県立高崎商業高等学校
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本校におけるNIEの取り組み
学校法人群馬常磐学園　常磐高等学校　　教諭　　　佐々木　毅
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